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（４）角の二等分線の作図                         

＜∠ＡＯＢの二等分線の作図＞ 

 [手順] 

                   ①角Ｏを中心に適当な半径の円をかき、 

                    角の２辺ＯＡ，ＯＢとの交点をそれぞれ 

                    Ｐ，Ｑとする。 

                   ②Ｐ，Ｑをそれぞれ中心として同じ半径の 

円をかき、この２円の交点をＲとする。 

                   ③半直線ＯＲを引く。 

 

                   ∠ＡＯＲ   ∠ＢＯＲ＝   ∠ＡＯＢ 

＜角の二等分線の性質＞ 

 

                   ∠ＡＯＢの二等分線ℓ上に点Ｐをとり、 

角の２辺ＯＡ，ＯＢにそれぞれ垂線ＰＭ， 

                   ＰＮを引く。 

                          ＰＭ   ＰＮ 

                   二等分線上の点Ｑ，Ｒについても同様。 

                   すなわち、角の二等分線上の点は、 

                                   にある。 

 

（５）いろいろな作図 

①角度の作図 

＜６０°の角の作図＞⇒正三角形の角（３つの辺が等しい三角形） 

                 [手順] 

                 ①適当な長さの線分ＡＢをかく。 

                 ②点Ａを中心に半径が線分ＡＢと等しい円を 

かく。 

                 ③点Ｂと中心に半径が線分ＡＢと等しい円を 

かき、①との交点をＣとする。 

                 ④線分ＣＡ，ＣＢをひく。 

  

                 ∠ＣＡＢ＝∠ＡＢＣ＝∠ＡＣＢ＝     
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（５）いろいろな作図（続き）                         

＜４５°の角の作図＞⇒９０°の角の二等分線              

                   [手順] 

                   ①線分ＡＢ上に点Ｏを取り、Ｏを通る垂線 

                    ＰＯ引く。 

                     ∠ＰＯＡ＝∠ＰＯＢ＝      

                   ②∠ＰＯＢの角の二等分線ＲＯを引く。 

                     ∠ＰＯＲ＝∠ＲＯB＝      

 

 

Ｅｘ. ７５°の角を作図せよ。    [ヒント] 180－105＝75 

                       45＋60＝105 

 

                

 

 

 

 

 

 

＜円と直線＞                                

 

             線分ＡＢの 

 

                   ＡＭ   ＢＭ，ℓ   ＡＢ 

 

 

 

 

                  ・円の中心は弦の               

                   にある。 

 

                   ＡＢ   ＯＭ，ＡＭ   ＢＭ 
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